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文の絵風量雑卜

6年間で12′043′228円の善意を結集!!
義援金として、被災者の方々に贈つてきました !

中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会
は
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
２
０
１
１
年
よ

り
義
援
金
募
集

の
取
り
組
み
を
行

い
、
こ
の
６
年
間
で
会
員
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
と
本
部
拠
出
金

の
合
計
額
は
、
１
２
，
０
４
３
，
２

２
８
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
間

の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
係
わ
る
義
援
金

募
集
の
取
り
組
み
は
２
０
１
６
年
１

２
月
末
を
以

っ
て
終
了
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
に
対
す
る
支
援
活
動
は

「被

災
地
支
援
商
品
」
の
販
売
協
力
と
い

う
形
で
今
年
度
も
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
、
昨
年
１
０
月
に
開
催
し
た
第

８
回
総
会

で
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
係
わ
る

最
後

の
義
援
金
贈
呈
先
は

広
域
避
難
当
事
者
団
体
‥

２
０
１
６
年
度

の
義
援
金
は
、
２
０

１
５
年
度
か
ら
の
継
続
支
援
と
な
る

福
島
県

ｏ
宮
城
県

島
石
手
県
か
ら

の

広
域
避
難
者
が
中
心
と
な

っ
て

「交

流
の
場
つ
く
り
な
ど
の
活
動
」
を
行

っ

て
い
る
避
難
当
事
者
団
体

（
２
２
団

体
）
に
義
援
金
計
１
５
４
万
円
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

贈
呈
先

の
選
定
は
昨
年
同
様
８
都
県

で
避
難
当
事
者
団
体
を
支
援
し
て
い

る

「東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（以
下

「東
災
ボ
」
と
い

う
）
、
「埼
玉
労
福
協
」
な
ど
の
中
間
支

||.||||||||||援
団
体
や
中
央
労
金
社
会
貢
献
基
金

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

義
援
金
贈
呈
式
は

「広
域
避
難
者

支
援
交
流
の
集
い
」
と
合
わ
せ
て
、

２
０
１
７
年

３
月
２
９
日

（水
）
、

中
央
労
金
湯
島
ビ
ル
７
階
会
議
室
に

お
い
て
、
中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会
本

部
役
職
員
１
１
名
、
対
象
２
２
団
体

の
う
ち
、
２
１
団
体
か
ら
２
５
名
、

中
間
支
援
団
体
か
ら
東
災
ボ
福
田
事

務
局
長
、
中
央
労
働
金
庫
か
ら
３
名

の
総
勢
４
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
友
の
会
鈴
木
政
雄
会

長
が
挨
拶
し
、
「中
央
ろ
う
き
ん
友

の
会
は
１
都
７
県
に
会
員
が
お
り
、

昨
年
も
多
く

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ

た
。
義
援
金
は
故
郷
を
離
れ

て
生

活
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
が
明
る
く

元
気

に
過
ご

し
て
い
た
だ
く
活
動

に
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

そ
の
後
の
義
援
金
贈
呈
式
で
は
鈴
木

るう議ん難め寵 隕浣な文はi
17奪3層2つ懸 なけ櫻鸞隧夕∫彗

友の会を代表して挨拶をする鈴木会長
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「支援交流の集い」に参加した皆さんとの集合写真
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「みちのくまほろば会」へ目録の贈呈



政
雄
会
長
よ
り
避
難
当
事
者
団
体

を
代
表
し
て
、
「
み
ち
の
く
ま
ほ
ろ

ば
会

¨
代
表
後
藤
恭

子
氏
」
に
目

録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ

の
後
、
参
加
者
全
員
か
ら

の

挨
拶
を
受
け

て
、
東
災
ボ
福

田
事

務
局
長

の
司
会

で
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
開
会

に
あ
た
り
、
野
田
副
会
長

よ
り
、
「皆
さ
ん
は
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
友

の
会

と
し
て
は
皆
さ
ん
を
少
し
で
も
支

え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
」

と
の
挨
拶
を
行

い
、
和
や
か
な
雰

囲
気

で

「支
援
交
流

の
集

い
」
を

終
了
し
ま
し
た
。

（主
な
意
見
）

週
覇
劉
「
コ
刷
園
洲
珂
ｄ
¶
「

■
浪
江

町

・
飯
館
村

（
３
月

３
１

日
）
、
富
岡
町

（
４
月
１
日
）
の
避

難
指
示
解
除
が
迫

っ
て
き
た
。
富

岡
町
か
ら

の
避
難
者

の
５
０
％
が

一戻
ら
な
い
と
言

っ
て
い
る
。

■
避
難
指
示
解
除
に
伴
い
、
福
島
県

内
の
家
の
解
体
を
進
め
て
い
る
人
や

国
の
手
続
き
を
待

っ
て
解
体
を
予
定

し
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
。

測
瓢
州
洲
引
倒
網
倒
ｄ

つ―
司
「

■
千
葉
に
避
難
し
た
私
た
ち
の
会
で

は
千
葉
に
住
ま
い
を
求
め
た
方
は
７

～
８
割
い
る
。

■
町
田
に
避
難
し
た
方
々
は
土
地
代

の
関
係
で
茨
城
に
移
る
方
が
多
い
。

糊
測
Ш
倒
到
倒
引
剌
洲
劇
劃
り
「

■
こ
の
間
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た

「
い
じ
め
」
や
嫌
が
ら
せ

の
話
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
子

ど
も
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。

■
移
住
し
て
も
近
所
に
知
り
合
い
が

い
な
い
の
で
元
の
避
難
先
の
集
ま
り

に
来
ら
れ
る
方
も
い
る
。

翻
劃
鋼
倒
日
り
刻
湘
潤
月
司
¶
「

■
区
域
外
避
難

（自
主
避
難
者
）
と

東
北
県
人
会
、
地
元
大
学
生
、
心
の

ケ
ア
を
求
め
る
方
を
集
め
た
市
民
交

流
会
を
開
催
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
よ
り
、
自
主
避
難
者
に
対
す

る
理
解
が
深
ま

っ
た
。

■
支
援
者
の
方
々
と

一
泊
で
福
島
県

の
現
地
視
察

（総
勢
４
５
名
で
地
元
の

方
と
避
難
者
が
半
々
で
参
加
）
を
行
っ

た
。
参
加
者
の
感
想
は

「
こ
れ
で
は
ま

だ
住
め
な
い
」
と
の
声
が
ほ
と
ん
ど
。

■
避
難
先
の
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
す
る
こ
と
で
、
避
難
者
の
現
実
を

知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
避
難

者

へ
の
偏
見
が
な
く
な
れ
ば
と
思

っ

て
い
る
。

■
会
で
は
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
よ
う
話
を
し
て
る
。

■
地
域
の
方
々
と
の
共
生
を
目
指
し

て
い
る
。
避
難
者
が
被
災
体
験
を
学

校
で
語
る
等
、
役
割
を
持

っ
て
も
ら

う
こ
と
で
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

地
域
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

■

一
方
で
、
「避
難
者
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が

つ
ら
い
と
い
う
方
も
い
る
の

が
事
実
。

「支援交流の集い」の様子

義援金贈呈先の広域避難者当事者団体

進行役の東災ボ福田事務局長

都  県 中 間 支 援 団 体 支  援  先
茨城県 6、うあいねっと ルピナスの会、すまいるカフェつ<ば

栃木県 とちぎ暮らし応援会 ふ<しまあじさい会

群馬県 ぐんま暮らし応援会 遊ゆう

埼玉県 埼玉県労働者福祉協議会
加須Sヽれあいセンター、あゆみの会、ここカフェ@川越
6ヽじみ野市おあがんなんしょ、東日本大震災に咲<会ひまわり

干葉県
ちば市民活動・市民事業
サポートクラブ

千葉県内及び柏市内近隣避難者の孤立化防止の会

みんなで楽しむ会、ひまわり柏、さ<らの会

東京都
東京災害ボランティア

ネットワーク

東北の絆サロンFMI会、むさしのスマイル
NPO法人とみおか子ども未来ネットワーク
コスモス会、足立区新田ふるさと会、みちの<まほろば会

神奈川県 かながわ避難者と共にあゆむ会 どんぐりの会、かながわ東北S、るさと 。つなぐ会

山梨県
東日本人震災・山梨県内避難者

と支援を結バヽ会 フレンチ。ブルドッグの会

趾



第
６
回
新
任
支
部
会
長
研
修
会
開
催
！

今
後
の
活
動
に
役
立
つ
と
の

多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
６
回
新
任
支
部
会
長
研
修
会
は

２
月
２
日
～
３
日
の
日
程
で
、
東
京

台
東
区
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ツ
ド
に

お
い
て
、
１
６
支
部
の
新
任
会
長
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
中
央
労
働
金
庫
塩
沢
常

務
理
事
の
ご
挨
拶
、
野
田
副
会
長
よ

り

「支
部
会
長
の
皆
さ
ん

へ
」
と
題

し
た
講
話
、
高
橋
事
務
局
長
よ
り

「友

の
会
の
組
織
と
運
営
」
、
井
口
職
員
よ

り

「友
の
会
の
財
源
と
会
計
」
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
１
日
目
の
最

後
は
友
の
会
の
顧
間
で
あ
る
司
法
書
士
法

人
あ
お
い
リ
ー
ガ
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表

社
員
で
あ
る
内
山
誠
先
生
よ
り

「認
知
症

対
策

・
相
続
対
策
を
踏
ま
え
た
超
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
　
シ
エ
ア
ラ
イ
フ
の
課
題

と
そ
の
備
え
」
と
題
し
た
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
２
日
目
は
、
友
の
会
が
３
年
間
継
続
支

援
を
行

っ
て
き
た
宮
城
県
南
三
陸
町
仮
設

住
宅
７
自
治
会
の
１
つ
で
あ
る
若
者
総
合

体
育
館
仮
設
自
治
会
長
阿
部

一
郎
さ
ん
か

ら

「東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
被
災
地
か

ら
の
報
告
と
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
地
震
直
後
の
津
波
で
自

宅
が
流
さ
れ
た
こ
と
、
家
族
の
安
否
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
体
育
館
で
の
避

難
生
活
の
模
様
、
仮
設
住
宅
に
移
っ
て
か

ら
の
生
活
、
さ
ら
に
自
治
会
の
組
織
作
り

に
つ
い
て
、
ご
自
身
が
デ
ジ
カ
メ
に
残
し

た
画
像
を
基
に
淡
々
と
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
阿
部
さ
ん
は

「み
な
さ
ん

の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
今
日
に
至
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
話
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
を
経
て
研
修
会

最
後
は

「中
央
ろ
う
き
ん
に
お
け
る
生
涯

取
引
と
課
題
」
と
題
し
て
、
中
央
労
働
金

庫
営
業
統
括
部
橋
本
正
道
次
長
の
講
話
で

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

【主
な
要
望
】

■
喜
寿
祝
金
は
本
人
口
座
に
振
り
込

ま
れ
る
が
、
摘
要
欄
に
は

一中
央

ろ
う
き
ん
友
の
会
」
と
し
か
入
力

さ
れ
な
い
。
あ
り
が
た
み
が
で
る

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
れ
ら
れ

な
い
か
。

■
会
員
拡
大
す
る
方
法
に
つ
い
て
本

部
か
ら
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
た
い
。

研修風景

磯原支部鈴木会長阿部講師

2016年 度東日本大震災義援金 協力先一覧
(2016年 1月 22日～2017年 1月 11日 )

ご協力いただきました関係者の皆様に心より感謝申し上げます

横須賀支部 50,000 川口支部 23,365 太田支部 10,000 埼玉地区本部 50,000

南アルプス支部 10,000 狭山支部 48,719 平塚支部 12,132 栃木地区本部 50,000

熊谷支部 15,374 お茶の水支部 10,000 大泉支部 5,144 神奈川地区本部 142,673

新百合丘支部 10,000 高崎支部 30,000 大子支部 13,099 山梨地区本部 20,000

甲府支部 20,356 荒川支部 15,243 千葉地区本部 100,000 個人 700,000

渋川支部 20,000 千葉支部 20,039 茨城地区本部 108,789 (預金利忠) 107

中原支部 10,000 星川支部 42,455 東京地区本部 114,298

本庄支部 9,874 秦野支部 10,000 群馬地区本部 100,000

大井支部 26,362 春日部支部 3,500 801,529

■
■



神
奈
川
シ
エ
ア
集
会
で

鈴
木
会
長
友
の
会
へ
の

加
入
を
強
く
呼
び
か
け
る
‥

３
月
２
２
日

（水
）
神
奈
川
シ
ニ

ア
連
合
、
連
合
神
奈
川
、
神
奈
川
県

労
福
協
主
催
に
よ
る
、
第
２
７
回
神

奈
川
シ
エ
ア
集
会
が
、
横
浜
ワ
ー
ク

ピ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は

中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会
神
奈
川
地
区

役
員
６
１
名
と
神
奈
川
シ
エ
ア
連
合

構
成
団
体
会
員
の
計
３
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

一
部
は
講
演
に
川
名
理
恵
子
さ
ん

（横
須
賀
市
地
域
医
療
推
進
課
長
）

よ
り

「医
療
と
介
護
が
連
携
す
る
在

宅
医
療
」
と
題
し
て
、
進
ん
で
い
る

横
須
賀
市
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

二
部
は
２
７
回
神
奈
川
シ
エ
ア
集

会
で
、
神
奈
川
シ
エ
ア
連
合
、
連
合

神
奈
川
、
県
労
福
協
の
代
表
挨
拶
、

来
賓
の
挨
拶
の

一
人
と
し
て
、
友
の

会
神
奈
川
地
区
本
部

¨
鈴
木
政
雄
会

長
か
ら
友
の
会
の
現
状
や
活
動
報
告

が
あ
り
、
参
加
者
に

「
一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
の
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
基
調
で
は
、
厳
し
い
現
実
を

見
据
え
、
命
の
尊
厳
の
維
持
、
雇
用

制
度
や
社
会
保
障
な
ど
社
会
全
体
の

tll式が ilを維び 安心・信頼の社会保障制度を確 立し1

ま

仕
組
み
づ
く
り
を
議
論
し
、
安
心

・

安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活
の
未
来
像
を

明
確
に
描
き
、
大
胆
に
改
革
す
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。
未
来
志

向
の
高
齢
者
対
策

「明
る
く

。
楽
し

く

・
元
気
よ
く
」
の
長
寿
社
会
の
模

索
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
で
は
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
機
会
に
友
の
会

へ
の
加
入

を
訴
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

友
の
会
神
奈
川
地
区
本
部

事
務
局
長
　
量戸
沢
　
春
樹

１
９
支
部
９
２
名
の
選
手
が

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
展
開
―

３
月
２
２
日

（水
）
茨
城
地
区
本

部
主
催
の

「第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

県
大
会
」
が
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

「
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田
多
目
的
ホ
ー

ル
」
に
お

い
て
、
県
内

１
９
支
部
か

ら
９
２
名

（男
性
６
１
名
、
女
性
３

１
名
）
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会

本
部
よ
り
高
橋
事
務
局
長
、
神
林
事

務
長
、
中
央
労
金
茨
城
県
本
部
よ
り

野
崎
営
業
担
当
部
長
に
ご
臨
席

い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
審
判

ｏ
記
録

係
と
し
て
大
み
か
支
部
吹
矢
同
好
会

の
方
々
に
協
力

い
た
だ
き
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

競
技
は
個
人
戦
と
団
体
戦
が
行
わ

れ
、
個
人
戦
は
３
ラ
ウ

ン
ド

（
１
ラ

ウ

ン
ド
＝
５
本

の
矢
を
吹
く

¨
満
点

は
１
０
５
点
Ｘ
口
計
点
で
争
い
、
優
勝

・

準
優
勝
は
男
女
別
に
、
そ
の
他
は
総

合
順
位
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

１
１
名
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
達
成
！

男
子
優
勝
者
は
１
０
３
点

ま
た
、
１
ラ
ウ

ン
ド
中
に
的
の
中

心
部

に
５
本

の
矢
を
全

て
当

て
る

「パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
を
１
１
名

金
馴

年
度
は
６
名
）
の
方
が
達
成
さ
れ
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、

団
体
戦
は
１
チ
ー
ム
５
人
が
各
１
本

の
矢
を
吹
き
、
そ
の
合
計
点
で
争
わ

れ
ま
し
た
。
個
人
戦
と
は
違

い
、
支

部
の
仲
間
が
矢
を
吹
く
た
び
に
大
き

な
声
援
が
起

こ
り
、
会
場
内
は
大
き

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た

【個
人
戦
】

男
子
優
勝
　
後
藤
　
定
夫
さ
ん
　
　
（水
戸
支
部
）

女
子
優
勝
　
舟
生
　
よ
し
子
さ
ん
　
（小
木
津
支
部
）

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
誰
で
も

ｏ
ど

こ
で
も
手
軽
に
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
高
齢
者
の
健

康
増
進

・
老
化
防
止
等
の
効
果
の
他
に
会
員
同
士
の
ふ
れ
あ

い
や
仲
間
づ
く
り
に
も
有
効
」
と
の
観
点
か
ら
茨
城
地
区
本

部
で
は
更
な
る
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

友
の
会
茨
城
地
区
本
部

事
務
局
長
　
野
崎
　
稔
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医療なお隧

講師横須賀市

参加者に友の会加入を訴える鈴木会長

大会を支えた大みか支部の皆さん開会式の模様

(女子優勝の舟生さん)(男子優勝の後藤さん)

「会
員
拡
大
の
取
り
組
み
」
と

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
に
よ
る
交
流
拡
大
の
取
り
組
み
」

神
奈
川
、
茨
城
地
区
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
！


